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１
月
６
日
（
火
）
に
大
平
隣
保
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
正
月
の
伝
統
行
事
で

あ
る
「
書
初
め
」
を
通
し
て
日
本
の
良

さ
に
気
づ
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
思

い
や
り
の
心
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
18
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
一
生
懸
命
作
品
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
杉
山
真
理
先
生
を
は
じ
め
、

先
生
の
お
弟
子
さ
ん
や
栃
木
商
業
高
校

書
道
部
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
真

剣
な
表
情
で
一
文
字
ず
つ
丁
寧
に
書
き

上
げ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
平
隣
保
館
で
活
動
し
て
い

る
「
大
平
町
篆
刻
の
会
」
の
川
島
昭
夫

さ
ん
が
、
参
加
者
の
名
前
の
落
款
を
彫

り
、
作
品
に
押
印
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
だ
け
の
落
款

を
手
に
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

◎『
新
春
書
初
め
会
』

を
開
催
し
ま
し
た

【
隣 

保 

館 

事 

業
】
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と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お

迎
え
し
て
、
３
回
の
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
１
回
目
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
寄
せ
植

え
」、
２
回
目
は
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」、

３
回
目
は
「
し
め
縄
リ
ー
ス
」
を
制
作

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
と

て
も
熱
心
に
活
動
を
行
い
、
思
い
思
い

の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
同
士
、
お
互
い
の
作
品
の
良
い
と
こ

ろ
を
伝
え
あ
い
な
が
ら
楽
し
む
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
持
ち
帰
っ
た
作
品
を
飾
り
季
節
を
感

じ
る
こ
と
で
、
生
活
に
彩
が
加
わ
り
、

心
も
明
る
く
な
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。　

　
毎
月
第
３
金
曜
日
に
、
榎
本
集
会
所

に
お
い
て
高
齢
者
を
対
象
に
「
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
身
体
を

動
か
し
た
り
、
き
れ
い
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
聴
き
入
っ
た
り
、
懐
か
し
い
歌
を
口

ず
さ
ん
だ
り
…
。
参
加
者
は
お
互
い
に

交
流
を
図
り
、
毎
回
、
ホ
ー
ル
の
中
は

素
敵
な
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
開
講
し
た
全
８
回
の
講
座

が
、
１
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
毎
年
人
気
の
講
座
で
、
今
年
度
は
健

康
体
操
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
渋
沢
栄

一
記
念
館
で
の
館
外
研
修
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
様
々
な
分
野
の
テ
ー
マ

に
毎
回
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
全
８
回
の
講
座
を
通
し

て
受
講
者
が
お
互
い
に
交
流
を
深
め
、

笑
い
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

◎『
草
花
ア
レ
ン
ジ
』

を
開
催
し
ま
し
た

◎『
榎
本
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』
を

　
　
　
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

◎『
H
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
生
き
生
き
塾
』

全
８
回
終
了
し
ま
し
た

＜ハロウィン寄せ植え＞

＜ふれあい交流会 笑いヨガ＞

＜HAPPY生き生き塾 田村律之助顕彰会＞
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◎『
地
域
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
』

　
藤
岡
富
吉
集
会
所
に
お
い
て
、
11
月

22
日
（
土
）
に
「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
50
名
近
く
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
ソ
リ
と

植
木
鉢
に
色
々
な
飾
り
つ
け
を
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
や
ビ
ン

ゴ
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎『
岩
舟
・
藤
岡
地
域
集
会
所
事
業
』

　
岩
舟
地
域
集
会
所
（
西
根
南
・
下
津

原
）
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
卓
球
、
料

理
、
健
康
づ
く
り
、
美
術
教
室
な
ど
の

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
富
吉
集
会
所
で
は
、
12
月
４
日

（
木
）、
五
家
英
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
20
名
の

方
が
参
加
し
、
富
吉
集
会
所
が
、
た
く

さ
ん
の
人
々
の
歌
や
笑
い
声
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　
五
家
さ
ん
の
「
笑
っ
て
人
生
百
二
十

五
歳
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
参
加
者
は

一
緒
に
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
し
て
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
』

　
12
月
26
日
（
金
）
の
大
平
真
弓
集
会

所 

は
つ
ら
つ
教
室
で
は
、
渡
邊
美
樹
先

生
を
講
師
に
「
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
先
生
か
ら
の
説
明
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
一
人
一
人
の
思
い
が

表
現
さ
れ
た
、
素
敵
な
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
お
互
い
の
作

品
を
鑑
賞
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
は
つ
ら
つ
教
室
で
は
、
健
康

体
操
、
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
、
笑
い

ヨ
ガ
、
野
外
研
修
、
特
殊
詐
欺
に
関
す

る
講
話
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
集 

会 

所 

事 

業
】

＜完成したペーパークラフト＞

＜地域ふれあいのつどい＞

＜五家英子さんの歌謡ショー＞

＜フラワーアレンジメント講座＞
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◎『
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
会
』

　
12
月
24
日
（
水
）
の
大
平
西
水
代
集

会
所 
高
齢
者
教
室
で
は
、
強
口
先
生
の

「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
季
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
や
、
思
わ
ず
口
ず
さ
み
た
く
な
る

昭
和
の
名
曲
の
数
々
を
演
奏
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
い
い
日
旅
立
ち
」「
勝
手

に
し
や
が
れ
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
、
懐
か
し
い
曲
ば
か
り
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

◎『
楽
し
い
健
康
体
操
』

　
８
月
26
日
（
火
）
の
大
平
西
水
代
集

会
所 

女
性
教
室
で
は
、
田
中
先
生
の

「
楽
し
い
健
康
体
操
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
体
を
動

か
し
た
り
、
椅
子
に
座
っ
て
運
動
し
た

り
、
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
運
動
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
教
室
で
は
、「
脳
活

マ
ッ
サ
ー
ジ
」「
寄
せ
植
え
体
験
教
室
」

「
野
外
研
修
」「
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
」
な

ど
楽
し
く
て
実
の
あ
る
講
座
を
た
く
さ

ん
開
催
し
て
い
ま
す
。

大平地域集会所　受講生募集

令和８年５月から２月までの期間に各集会所において教室が開催されます。
興味のある方は、大平隣保館（電話４３－６６１１）にお問い合わせください。

教　室　名 集会所 開　設　日 時　　間

はつらつ教室

榎　本 第１・３火曜

午前９時30分～11時30分
真　弓 第２・４金曜
西水代 第２・４水曜
富　田 第２・４月曜

女性教室
伯　仲 第２月曜 午後２時～４時
西水代 第４火曜 午前９時30分～11時30分
富　田 第１火曜 午後２時～４時

料理教室
榎　本 第３水曜

午前10時～12時伯　仲 第２金曜
富　田 第４火曜

ダンス教室
真　弓 第２・４月曜 午後７時30分～９時30分
西水代 第２・４水曜 午後３時30分～５時30分
富　田 第２・４火曜 午後４時30分～６時30分

カラオケ教室

榎　本 第２・４水曜 午後１時30分～３時30分
伯　仲 第２・４土曜 午後２時～４時
真　弓 第２・４木曜 午後１時30分～３時30分
西水代 第１・３土曜 午後２時～４時
富　田 第２・４土曜 午後２時～４時

民謡教室 富　田 第２・４火曜 午後１時30分～３時30分

＜高齢者教室 「エレクトーン演奏会」＞
昭和のスター西城秀樹さんの「YMCA」

＜女性教室 「楽しい健康体操」＞
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12
月
６
日
（
土
）
に
と
ち
ぎ
岩
下
の

新
生
姜
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
栃
木
県
大
会
に
応
募
さ
れ
た
優

秀
な
作
品
の
う
ち
市
内
の
中
学
生
４
人

が
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。
作
文
か
ら
気

づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
様
々
な
年

代
、
立
場
の
人
が
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
】

【
人
権
啓
発
活
動
】

【
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
】

　
そ
し
て
、
元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日

本
代
表
の
大
山
加
奈
さ
ん
に
『
繋
ぐ
～

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

～
』
と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
き
は
き
と
明
る
く
、
分
か
り
や
す

く
話
し
て
い
た
だ
き
、
栄
光
と
挫
折
、

体
験
か
ら
得
た
お
話
に
み
な
さ
ん
魅
了

さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し

た
。「
借
り
た
力
も
自
分
の
力
」
借
り

た
力
を
バ
レ
ー
の
よ
う
に
つ
な
い
で
、

相
手
を
認
め
合
い
、
み
ん
な
で
補
い

合
っ
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

心
打
た
れ
ま
し
た
。

　
現
役
高
校
生
バ
レ
ー
部
員
の
参
加
も

あ
り
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
、「
応
援

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ひ
と
を
目
指
そ

う
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
盲
導
犬
体
験
学
習
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
形
劇
を
行
い
ま
し
た
。

●「
ち
ょ
っ
と
い
や
」
　
　

み
ん
な
に
あ
る
よ
　
言
う
権
利

●
あ
り
が
と
う
　
こ
の
一
言
は

　
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
魔
法
の
言
葉

●
日
々
そ
ば
で
　
笑
っ
て
く
れ
る
　
友
達
が

　
い
る
か
ら
ぼ
く
は
　
今
を
生
き
て
る

●
他
人
だ
け
？

　
自
分
も
愛
せ
て
　
愛
じ
ゃ
な
い
？

●
大
丈
夫
　
君
の
パ
レ
ッ
ト
　
カ
ラ
フ
ル
だ

栃
木
南
中
　
加
藤
心
愛
さ
ん

い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
た

め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

吹 

上 

中
　
長
ひ
と
み
さ
ん

「
家
族
な
の
に
」

大 

平 

中
　
小
林
　
唯
さ
ん

「
苦
手
」
を
学
ぶ

藤 

岡 

中
　
坂
本
結
衣
さ
ん

「
見
え
な
い
理
由
、
見
え
て

ほ
し
い
気
持
ち
」

元女子バレーボール日本代表
大山加奈さん
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　11月５日（水）地域交流研修会を開催しました。
　「マジックと懐かしのメロディー」（外塚一樹先
生）では、タネも仕掛けもあるマジックを楽しん
だり、ハーモニカの演奏に合わせて懐かしい昭和
の歌を歌ったりしながら、和やかなひとときを過
ごしました。
　「人権講話」では、今年は昭和100年ということ
で、人々の人権意識の変化についての講話を聴き
ました。

【皆川城内集会所】
子ども習字、民謡、カラオケ

【新栃木コミュニティ会館】
子ども習字、書道

【栃木第四地区コミュニティセンター】
子ども習字、書道、ペン習字、脳トレ、俳画

※受講希望、興味のある方は、厚生センターまでご連絡ください。

地域交流研修

　12月13日(土)、小学生を対象にした冬のふれあ
い集会を開催しました。「スノードームづくり」や

「本の読み聞かせ」、「なかよしゲーム」「ビンゴ大
会」と盛りだくさんの内容で、読み聞かせボラン
ティア 九輪草の会、第四地区民生委員児童委員協
議会、部落解放同盟栃木市協議会の皆さんのご協
力により、盛況を収めることができました。

冬の交流事業

N

栃木駅

うずま公園 ★
厚生センター

巴
波
川

蔵
の
街
大
通
り

足利銀行

栃木市役所

地方裁判所

郵便局

図
書
館
とちぎ岩下の
新生姜ホール

栃木南中学校

年金事務所

◎�「厚生センターだより」を毎月発行してい
ます。市ホームページに掲載しております
ので、ぜひご覧ください。

♦問合せ先♦
　厚生センター　栃木市旭町９-７
　TEL/FAX　0282-24-2444

厚生センターからの活動報告

栃木地域集会所 講座受講生募集案内
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